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フィラメント消失と惑星間空間Magnetic Flux Ropesとの関係

Relation between filament eruptions and interplanetary magnetic flux ropes
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宇宙天気予報を行う上で、太陽面で起った擾乱がいつ地球に到達し、どのような状態 (磁場構造、密度、速度など)で
あるかを予測する必要がある。これまでに太陽面活動と惑星間空間との関係にはついていろいろ調べられている (e.g.,
Marubashi, 1987; Watari et al., 2001)が、太陽面擾乱が惑星間空間伝播中に太陽風から受ける影響が非常に複雑であるこ
とから未だに予測が困難である。そこで、我々は京都大学飛騨天文台にある太陽磁場活動望遠鏡 (SMART)などによる太
陽全面の Hα画像や磁場データ、さらには ACE/WIND衛星のプラズマと磁場データを用い、太陽面で観測されるフィラ
メント消失と惑星間空間で観測される Flux Ropesとの関係を調べることで、太陽面での擾乱が地球にまでどのように伝
播するのか、さらには両者の関係から太陽風の影響がどのように作用しているかを明らかにすることを目的に行ってい
る。今学会では、そうした解析から見つかったいくつかのイベントをもとに、その結果を報告し議論する。


